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要約

この宇宙には、言語や理屈を超えた“絶対的な原理原則”が存在している。それ
が以下の三つである：

• 構造的必然性
• 循環
• 愛

これらは宇宙に存在するすべてのものに共通する構造であり、説明を超えた“設
定”として機能している。たとえば、各原子がどのように存在しているかは解明
できても、なぜその原子が存在し、その法則に従っているのかは誰にも説明で
きない。それは、ただ「そういうふうに決まっていた」としか言えない構造な
のだ。

漫画『ワンピース』の世界では、悪魔の実を食べると海を泳げなくなる。その
世界ではそれがルールだ。この宇宙の三原則も、それと同じように「そうなっ
ている」のであり、理由を超えた“設定”なのである。

神が設計したのか？それともこの世界は誰かが作った何らかのシミュレーショ
ンなのか？それは分からない。だが一つだけ確かなのは、この世界にはルール
があるということだ。

1. 構造的必然性

構造的必然性とは、すべての現象が原因や目的によって存在するのではなく、
ある不可避の条件を満たすために存在するという原理を指す。現象そのものは
「結果」であり、それを成立させるためのメカニズムは、あらかじめ存在する
条件を前提としてその結果を達成するための手段として構築される。
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このパラダイムは、従来の2つの枠組みと対比される：

因果決定論 

 原因 → 結果

目的論的説明 

 結果（目的） → 原因（手段）

構造的必然性（本論での提唱） 

 条件 → 結果 → 原因

この枠組みにおいて、条件はしばしば抽象的であり、直接的に検証されるもの
ではない。 
しかしそれらは、なぜその結果が必然的に起こるのか、なぜその結果を支える
仕組みが生まれるのかを説明するものとなる。

例1：なぜ乳児は泣くのか？

条件： 

 生存依存性 — 乳児は単独では生存できず、必ず養育者の支援を必要とする。

結果： 

 泣く — 助けを引き出すための本能的なシグナル。

原因（メカニズム）： 

 不快や欲求不満に対して、脳幹や辺縁系における神経・生理学的回路が反応
し、迷走神経と声帯を介して泣き声を発する。

この構造はまた、なぜ大人が泣く乳児に対して「可哀想」と感じ、助けようと
するのかをも説明する。すなわち、乳児の生存が他者のケアに依存するという
条件がある以上、その反対条件（ケアを提供できる存在）が環境内に共に存在
しなければならない。この2つの条件の組み合わせが、「乳児が泣く」→「大
人が反応する」という二者関係的なシステムを生み出している。

例2：なぜ人は太るのか？



条件： 

 生態系のバランス — 生態系は、特定の種や個体が資源を独占しないよう
に、資源の分配が求められる。

結果： 

 体重増加 — 過剰摂取がエネルギーとして蓄積される。

原因（メカニズム）： 

 摂取カロリーが消費カロリーを上回ると、脂肪組織が中性脂肪として蓄積す
る。インスリン、レプチン、グレリンといったホルモンが食欲、代謝、脂肪蓄
積を調整する。

このメカニズムは、過剰摂取に対する**自然な抑制要因（不快感、動きづら
さ、健康リスクなど）**を導入することで、エコロジカルな均衡を促す構造と
なっている。

例3：なぜ感情や自己認識は存在するのか？

条件： 

 適応的連続性 — 生物は時間と不確実性の中で、生存可能性を最適化し続け
る必要がある。

結果： 

 感情や自己認識の出現 — 行動を導き、脅威を予測するための仕組み。

原因（メカニズム）： 

 辺縁系（扁桃体、海馬など）が内的・外的刺激に基づいて感情を生成する。
自己認識は、前頭前野とデフォルトモードネットワークの統合的活動によって
生じ、時間認識、計画性、道徳的判断などを可能にする。

感情は、不確実性下での意思決定における内的フィードバック機構として機能
し、結果的に生存条件の最適化を担う。

例4：なぜ今現在このような世の中なのか？



条件： 

 協働的生存 — 人類は集団レベルでの生存を維持するために、複雑な協力構
造を必要とする。

結果： 

 現代社会構造の出現 — 役割、階層、経済体系など。

原因（メカニズム）： 

 人類の文化進化、社会契約、経済制度、歴史的イベントなどが、現在の世界
を形成してきた。これらすべては、「相互依存による生存」という根底の条件
を満たすために発生したメカニズムである。

ここでいう「条件」は、経験的に証明することができない、あるいは直接観測
できないことが多い。それらは存在論的な公理として作用し、現象が必然的に
発生する舞台設定のようなものである。

たとえば：

• なぜ宇宙は存在するのか？

• なぜ恐竜は絶滅したのか？

• なぜ人間はこの形で進化したのか？

• なぜ人体はこのように設計されているのか？

これらの問いは、従来の科学的手法では決定的な答えが出せない。しかし「構
造的必然性」の視点では、次のように再構成できる：

存在するすべてのものは、宇宙の継続性に必要な構造条件を満たすからこそ存
在している。

また、この構造的必然性が適用されるのは普遍的な結果であり、個別の結果で
は当てはまらない。例えば、「幼児が泣く」「雨が降る」「人は歩く」と言う
ような普遍的な結果に対しては条件はあるが、「いつどの幼児がどのように泣
くのか」「いつどこでどのように雨が降るのか」「いつ誰がどのように歩くの
か」と言った個別の結果はランダムである。これもまた、構造的必然性であ
る。



これらの条件は、科学的に反証可能ではないかもしれない。しかしそれでも、
それらは構造的なルール、すなわちあらゆる現象がそこから発生せざるを得な
い前提設定として機能する。

ゆえに、構造的必然性とは単なる説明手段ではなく、存在そのものの普遍的な
文法である。

2. 循環

無数の星々が生まれては消えていくように、またそれらが回転し、公転を繰り
返すように、すべてのものは「循環」を通じて存在している。

水：

海 → 蒸発 → 雲 → 雨 → 川 → 海 
この水の循環によって、水は清らかさを保ち、使用可能であり続け、地球全体
に行き渡る。

生命：

生物は生まれ、生き、死に、食物連鎖の中で他の命の栄養となる。この絶え間
ない変化と転換が、生物多様性と生態系のバランスを保ち続けている。

人体：

細胞は再生され、血液は巡り、呼吸は繰り返される。循環がなければ、生命は
存在しない。血流が止まれば組織は死に、細胞の更新が止まれば老化は加速す
る。これらは比喩ではなく、生物学的な必然である。

社会：

お金もまた循環する。それは、社会と人々を動かし続けるために存在してい
る。物も人も、移り変わる役割と立場を通じて社会の中を循環する。この社会
的な循環が失われれば、停滞、崩壊、不平等が生まれる。



これらの例は直感的に思えるかもしれないが、すべてが同一の普遍的構造の反
映である。循環とは、持続的な存在のための前提条件なのだ。

親切さや寛容さといった社会的行動でさえ、この原理に従っている。人が善意
を持って行動する時、そこには正の相互循環が生まれる。それは倫理的な教義
によるものではなく、循環そのものが「反響」と「還流」を生み出す構造だか
らである。これは道徳や文化的価値ではない。構造的必然性である。

水と同じく、流れる親切は浄化され、再生される。流れを止めた親切は、停滞
し、やがて腐ってしまう。

循環が止まると、劣化が始まる。

• よどんだ水は毒となる

• 詰まった血管は病を生む

• 命の循環が断たれた生態系は持続不可能となる

ゆえに、存在するとは、循環することである。

循環は単なる運動のパターンではない。それは、すべてが「存在し続ける理
由」である。

3. 愛

ここで言う「愛」とは、感情や恋愛のことではない。それはもっと深い原理
——あらゆる存在に対する無条件の支え合いを指している。「愛」という言葉
が適切なのは、そこに見返りを求めない姿勢が含まれているからである。

すべての存在が循環状態にあるという事実は、何ひとつとして孤立して存在で
きないということを意味する。すべての存在は他の存在によって支えられてお
り、あらゆる生命は相互依存的に成り立っている。

たとえば人間の身体は、無数の細胞や器官によって構成されている。もしそれ
ぞれの部位が独立して勝手にふるまえば、全体としての身体は機能を失う。こ



の原理は人間社会にも当てはまる。もしすべての人がルールや他者を無視して
生きれば、社会は崩壊するだろう。

私たちはこれを「愛」と呼ぶかもしれないが、その本質はこうだ：1つが存在
するためには、他のすべても存在していなければならない。そしてすべてが共
に存在するためには、「協力」は道徳的理想ではなく、構造的な必然である。

実際、「構造的必然性」によって、この協力は自然に生じる。細胞や器官は、
意識的な意図がなくとも身体を支えている。同様に、社会においても大半の
人々は、道徳的な熟慮によってではなく、その構造が内在しているからこそ、
ルールや慣習に従っている。

細胞が無意識に生命を支えるように、あなたの存在も、意識的であれ無意識で
あれ、社会や地球、そして宇宙の存続を支えているのだ。

このようにして、「協力」——私たちが「愛」と呼ぶもの——は美徳ではなく、
存在の条件なのである。それは、すべてのものの循環を維持するために組み込
まれた要件である。すべての存在はこの力を生まれながらにして備えている。
なぜなら、それがなければ宇宙そのものが機能しないからである。

結論

これまで述べてきた3つの原理――構造的必然性・循環・愛は、完全に説明し
きることも、簡単に否定することもできない。なぜなら、あなた自身も、あな
たの周囲のすべても、すでにこの原理の中で動いているからである。たとえ無
意識であっても、あなたはこれらを感じ取っている。なぜなら、あなた自身が
その一部だからだ。

「死」について考えると、これらのことが明確にイメージしやすい。人は死に
対して悲しみを覚える。それは構造的必然性であり、循環と愛が本能的に備
わっていることの証明になる。人は他者がいないと生きていけないと言う構造
的必然性により悲しみを感じ、他者がいないと生きていけないと言うのは循環
の一部であると言うことであり、悲しみの中でも特に強くそれを感じるのは愛
が備わっているからである。確かにこれは一つの解釈に過ぎないとも言える
が、そうでないと否定することも難しいことも事実である。 



この理解にたどり着くためには、「構造的必然性」という視点が不可欠であ
る。

存在や現象について「なぜ？」を繰り返し問い続ければ、最終的に必ずこの視
点に行き着く。なぜなら、これはすべての説明の“最下層”にある構造だから
だ。これより深い理由は存在しない。「そうならざるを得なかった。」としか
言うことができない。

ゲームのルールがなぜそうなっているのかを知るには設計者に尋ねるしかない
ように、私たちは宇宙がなぜこのように構成されているのかを知ることはでき
ない。ただこう言うしかない。「そうなるように設定されていたから。」

宇宙が存在するのは、私たちが認識できる理由があるからではなく、存在する
ための条件が整っていたからである。そして私たち人間は、その条件から生じ
た現象しか見ることができず、その現象のメカニズムを徐々に解明していって
いると言うことだ。

因果論や目的論では結果と原因の2点の支点しかないが、構造的必然性は、条
件、結果、原因という3点の支点がある。ある一つの課題（結果）があった時
に、それを変えようと原因を追求するよりも、なぜその結果が生まれたかの条
件を考えることで、必然的に原因が浮かび上がる。支点が3点になることでより
明確で強固な原因が浮かび上がり、それを実行することで、条件を満たすため
の課題解決（結果）の道筋が見える。 

もしより多くの人がこの構造的な視点を持ち、社会を「構造の土台」から見直
し始めたなら、人類は必ずより良い方向へと向かっていく。なぜなら、この宇
宙のルール、設定、原理原則を理解すれば、つまり「何が起きるべきなのか」
を理解することができれば、「それに沿って行動する」ことが可能になり、今
ある現実を生み出している“原因”そのものに、初めて正しく対処できるように
なるからだ。

• なぜ社会は成立する必要があったのか？

• なぜお金は存在する必要があったのか？

• なぜ政治や経済は必要だったのか？



この考え方は、一見すると大げさに思えるかもしれない。しかしそれは、世界
の構造を再設計する力を持っている。

なぜなら、これは哲学でも、信念体系でも、イデオロギーでもない。

これは、宇宙の原理そのものだからである。


